
不妊に悩む方への特定治療支援事業の改善 

○不妊治療への助成拡大            【平成28年度予算案：157.7億円】（平成27年度予算130.3億円） 

⇒ 初回治療の助成額の増額と男性不妊治療の助成を拡大する。 
①  
   ※体外受精１回あたり、30万～40万円の費用がかかる。 

② 不妊の原因が男性にある場合に精子回収を目的として行われる手術療法である「ＴＥＳＥ」等を実施した場合に、 

 15万円を限度に上乗せして助成（治療費の約50％をカバー）          

※ 精子回収を目的とした手術療法としてはTESEが主流。中でも、手術用顕微鏡を用いて精巣内より精子を回収する方法 

（microdissection-TESE）は、1回当たり30万～50万円の費用がかかる。無精子症に対しても６割程度の精子回収率が期待され、   

有効な治療法。 

治療内容 

排卵誘発 ・ 排卵周期を確認するための超音波検査、薬剤の投与。 

採  卵 ・ 採卵、麻酔、培養（培養液につけて管理すること）、薬剤投与。 

採  精 
・ 採った精子を調整（運動良好精子を回収する）。 

受  精 ・ 受精、培養（細胞分裂の進行具合の確認、所要２～５日）。 

胚 移 植 ・ 胚移植、移植後のホルモン補充のための薬品投与。 

⇒ 男性に対する治療が必要な場合 
 ・ 手術用顕微鏡を用いて精巣内より精子を回収（TESE）※ 

（※）＋30万～50万円 

合計：30万～40万円 ⇒ ＴＥＳＥ実施の場合（※） 合計：60万～90万円 

現行：最大15万円を助成（治療費の約50％） 

①初回治療の場合助成額を最大30万円に増
額（治療費の約100％） 

②ＴＥＳＥ等を実施した場合15万円を
限度に上乗せして助成 

【体外受精の流れ】 

出産に至る割合が多い初回治療の助成額を最大15万円 ⇒ 最大30万円に増額(治療費の約50％⇒約100％をカバー)   

３（１）安全・安心に妊娠・出産・子育てのできる環境の整備について 

 厚生労働省資料

kanrisya
テキスト ボックス
資料９


